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特定非営利活動法人 Leap for 

 

１ 事業の成果 

 

本年度、当法人は、海外体験者向けリーダー育成事業（「起業家ゼミ・プレゼミ事業」「トランジショ

ン支援事業」「グローバルリーダーアカデミー事業」）、海外体験者向けコミュニティ運営事業（「コ

ミュニティ運営事業」）、教育、研修及びコンサルティング事業（「教員越境支援事業」「越境部活動事

業」）の計 3事業を実施しました。 

 
1. 起業家ゼミ・プレゼミ事業 起業家ゼミ事業は、売上や調達額または事業の特徴に応じた 5つの

コースを設定し、海外経験を有する起業家を対象に支援を行いました。特に、売上もしくは調

達金額が 1 億円以上のコース（EL コース）では、参加者同士が自己開示を通じて深い結びつき

を形成し、合宿形式で学び合う場を提供しました。このゼミ終了後も、2か月に 1回のグループ

セッションを実施し、精神的な成長を促進しました。その他の 2 つのコース（1 億〜1000 万円、

1000 万円以下）では、それぞれ 3 つおよび 4 つのゼミを開講し、豊富なビジネス経験と海外経

験を持つ 7名の講師が、残りの 2つのコースはソーシャルコース、ディープテックコースと事業

の特徴に応じた種類に分け、各々の専門性に長けた講師が 1名ずつ担当した。これら 4コース共

に半年間にわたり毎月ゼミや個別フィードバックを実施しました。また、高校生向けのプレゼ

ミ事業では、海外経験や留学を目指す生徒を対象にセミナーやメンタリングを行い、4 か月にわ

たるプログラムを提供しました。このプログラムには、月 1～2 回のセミナーや、海外経験を持

つメンターとの 1対 1のアドバイス機会を組み込み支援を実施しました。 

 

2. トランジション支援事業 NPO法人 ETIC.と連携し、2025年 4月から 9月の 6か月間、集合研

修やオンライン面談・コーチングなどを通じて 9名の参加者の潜在能力を引き出し、越境的かつ

創造的なキャリア構築の支援を行いました。本事業により、参加者は自らの資質や価値観を深

く理解し、今後のキャリアを主体的に進めるための道筋を築くことができました。 

 

3. グローバルリーダーアカデミー事業  

寄付を財源として奨学金を提供し、2025年 8月 4日(月）〜11日（月）に全国の高校生 21名を

短期海外研修「Global Innovation Camp」としてシンガポールへ派遣した。イノベーション

をテーマに各界をリードする皆さんをファシリテータや登壇者に迎え、強い好奇心を呼び起こ

すプログラムとして設計を行なった。 

 

主な狙いは以下の通り。 

①規定された中で探求することがゴールではなく、社会課題に対して従来にない着眼点で課題

解決を目指す人材を育成することがゴール 

 

②ある程度の層に当てはまる内容ではなく、ハイレベルで、高い意欲・強い好奇心を持つ生徒

にフォーカスした内容 

 

また、イノベーションハブとして挙げられる他の地域と違い、目の前の社会課題解決型の起業

家が多いシンガポールを舞台とすることで、イノベーション思考そのものを体験することを目

的とした。（IT 分野の資本主義的起業家が多いシリコンバレー、製造業やハードウェアの強い
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深圳等）終了後は月 1回半年間のフォローアップセッション、高校生自らが発信したマイプロジ

ェクトを金銭的に支援する助成金施策を実施し、現在は 3プロジェクトが継続的に支援を受けて

いる。 

 

 

4. コミュニティ運営事業 本年度は、一昨年度から開始した海外体験者向けのコミュニティサイ

ト「Leap for Connect」の運営を継続するとともに、特に情報や機会格差が見られる地方自

治体との連携を強化しました。具体的には、佐賀県唐津市において、地元の海外体験者創出と

コミュニティ形成に向けたプログラム運営体制を整備しました。これにより、佐賀県内での新

たな海外体験者の創出と、地域での交流促進に貢献いたしました。 

 

5. 教員越境支援事業  京都府、島根県の２教育委員会から３名ずつ選出された計６名の教員を、米

国サンディエゴのチャータースクールである High Tech High に視察研修として派遣。現地で

は PBL（Project Besed Learning）の最先端の理論・実践について深く学ぶことが出来た。

参加教員は今後、得た学びを各地域で広げていくことが期待されるが、参加教員同士のコミュ

ニティが出来つつあり、結びつきには非常に強いものがある。初回であった今年度の参加者を

軸に次年度以降も増加していく参加教員のコミュニティを維持・強化していきたい。 

 

6. 越境部活動事業 全国の高校生を対象に、学校の枠を超えて新たな挑戦を可能にする「越境部

活動」において、1日プログラムを 2025年 3月に 20部活で 50名参加、3か月プログラムの第

1期を 2024年 10月～12月に 3部活で 22名参加、第 2期を 2025年 6月～8月に 4部活で 21

名参加をオンラインで開催。第 2期からは、キックオフをオフラインで開催しました。部活動を

通じて、各分野に関心を持つ高校生が自分の可能性を広げ、創造性や問題解決能力を高めるた

めの環境を提供しています。 

 
 本年度も多岐にわたる事業を通じて、参加者の成長や地域社会への貢献を実現できました。今後も引

き続き、多様な支援活動を通じて、持続可能な社会の実現に向けた活動に邁進してまいります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 



 

 

 

 

 

 

 

２ 事業の実施に関する事項 

（１）特定非営利活動に係る事業              （事業費の総費用【35,389   】千円） 

定款に記載 
された 
事業名 

事業内容 日時 場所 

従
事
者 
人
数 

受益 
対象者 
範囲 

受益 
対象者 
人数 

事業費 
（千円） 

      

海外体験者向

けリーダー育

成事業 

           

起業家ゼミ・プレゼミ事

業 

 

海外体験者の大学生、若

手社会人の起業家向けに

伴走型のアクセラレータ

ープログラム、メンタリ

ング、アルムナイ合宿交

流会、活動支援金を提供

（起業支援ゼミを 5 つの

コース合計 11 ゼミで展

開） 

2024/10- 

2025/2 

2025/4-

2025/9 

オンライ

ン、東京

都内、千

葉県(一宿

一景一生

縁)、京都

(南禅寺 )

等 

15

人 

海外体験

者 
60人 

9,904 

起業家ゼミ・プレゼミ事

業 

 

海外体験者及び希望者     

自身で事業を起こしたい

高校生向けにセミナー及

び メ ン タ リ ン グ 、   

活 動 支 援 を 提 供

(LeapforChallenge 

U19) 

2024/11- 

2025/3 

オンライ

ン、東京

都 内

(NEXT 

BASE 渋

谷) 

30

人 

海外体験

者及び海

外留学希

望者 

15人 

トランジション支援事業 

 

越境的かつ創造的なキャ

リア構築の支援を実施す

るプログラムを運営 

2025/4- 

2025/9 

JICA 地球

ひろば、

五反田貸

し会議室 

6人 

海外体験

者のうち

人生の転

機を迎え

ている者 

9人 

海外体験者向

けコミュニテ

ィ運営事業 

コミュニティ運営事業 
2024/10- 

2025/9 

MEME 

KARATSU 
3人 

佐賀県の

海外体験

希望者 

30人 4,280 

教育、研修及

びコンサルテ

ィング事業 

           

グローバルリーダーアカ

デミー事業 

 

中高生海外派遣 

本 体

2025/8-11 

 

継続支援実

施中 

シンガポ

ール 
6人 

全国のこ

う変化率

ポテンシ

ャルある

高校生 

21人 

21,204 

教員越境支援事業 

事前研修： 

2025/7/8,7/13

,8/3,8/10 

 

事 前 研

修：オン

ライン 

3人 

京都府教

委、島根

県教委に

6人 



海外研修： 

9/8～9/11 

 

海 外 研

修：米国

サンディ

エゴ 

よって選

抜された

公立教員 

越境部活動事業 

 

学校を越え、専門的な知

見を持ったセンパイ顧問

や全国の高校生の仲間た

ちと共に、自分の好きや

興味関心を軸に「体感」

や深い「探究」を目指す

部活を運営。 

2024/10- 

2025/9 

オリンピ

ックセン

ター、オ

ンライン 

4人 高校生 93人 

 

 












